
メカニカルシールのドライ運転は厳禁

ブルが発生するおそれがあります。

ドライ運転が起こりやすい条件

下の無注水、無給油メカニカルシールの図1で説明します。
緑色の部品が回転環（フローティングシート）、青色の部品が固定環（シールリング）です。回転環はドライブシャフトと一緒に回転します

図1 無注水、無給油メカニカルシール

に近い状態となりドライ運転となります。

1. 移送液の圧力が負圧のとき

2. メカニカルシールのまわりに空気やガスが溜まっているとき

3. 

ドライ運転を防ぐには

移送液の圧力が負圧のとき

メカニカルシールがポンプの吸込側にある場合、

1. 吸込側の液面がポンプの位置より低いとき

2. 吸込バルブが閉じているとき

3. 吸込配管が詰まっているとき

などを示します。

図2 クエンチング方式メカニカルシールとオイルポット

クエンチングではタービン油を封入するオイルポット方式が良く用いられますが、ケーシング内が負圧の場合はポット内の液体が移送液に混入
する可能性があるので、ポット内には移送液と混じっても支障のない液体を入れます。

メカニカルシールのまわりに空気やガスが溜まっているとき

気を大量に含んだ液体や、ガスを発生しやすい液体を移送する場合には注意が必要です。
このような場合の対策としては、運転前にケーシング内のエア抜きを十分に行います。また、運転中に移送液から空気やガスが発生する場合は
定期的にエア抜きを行います。エア抜きとあわせて上で述べたクエンチングを行うことも有効です。

その他

メカニカルシールがポンプの吐出側にある場合に、

1. 吐出バルブが閉じていてケーシング内の移送液の圧力が異常に高くなったとき

2. 組立不良などでメカニカルシールのスプリング荷重が過大になったとき

3. 

ポンプ組立時のメカニカルシール取付位置の確認や、運転前の配管系統の確認を行うとともに、運転中の吐出圧力な
どに異常がないか注意します。

ールに移送液が充満していることを確認するとともに、運転中、メカニカルシールに異常音や異常発熱がないか注意
してください。また、ポンプの使用条件や移送液の性質に合わせて上述の対策を行ってください。


